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Abstract

A vaccum interlock system was made utilizing a programable sequencer not only for 

preventing deterioration of the electron gun vacuum, but also enabling the operation 

of the vacuum components. A monitor system was constructed with an frequency and volt

age transformed optical analogue transmission method for various power supplies of the 

electron gun in the high voltage station. A programable sequencer will also be used 

to control these power supplies.

陽電子発生装置用の真空系と高圧ステーションの制御

1 序
K E K の陽電子発生装置は、 トリスタン実験の本格化にともない定常運転に入っている。電子 

銃部の制御の対 象とし ては、 パルス電源、真空インターロック、 高 圧 ス テ ー シ ョ ン の3 つがある。 
パルス電源の制御は既にほぼ完成してい る の で 割 愛 し 、 今 回 は 真 空 イ ン 夕 一 口 ッ ク及び高圧ステ 

— ションの制御系の整備を行な った の で 報告する。

電子銃は酸化物塗布の力ソードを使用しており、周囲の真空に極めて敏感なので真空を良好に  
保つ必要 があ る。 そのためのインターロックは、停 電 、 ポンプの停止等による真空システム異常  

が生じたときに速やかに働くようにすべきである。 またノイズ環境の悪いところで使用するため、 
その様な点にも信頼性の高いシステムを組む必要がある。以上のような点を考慮し、近年発展が  
著しいプログラマブルシーケンサを使って製作した。 シーケンサを使うことの最大のメリットと  
しては、 システムの作成が容易にできること及び信頼性である。

高圧ステ一ション内の電源は、電子銃から入射される電流を調整するため、外部からコントロ  
— ル可能にする必要がある。 また、 1 6  О К V の高電圧にあるため、絶縁に十分な考慮が必要で  
ある。今回、 このような高電圧にある電源等のアナログ値を読み取るために、光ファイバ一、電 
圧 周 波 数 変 換 器 （V / F ) 、及 び 周 波 数 電 圧 変 換 器 （F / V ) を利用した光アナログ電送装置を  
開発した。 さらにこのシステムでは、 真空が悪化したときには高圧ステ一ション内の電源を切る  

必 要が あるた め、真空イン夕一ロックと切り放して考えることはできない。
現在このふたつは、工 業 用 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー 夕 （F C — 9 8 0 1  V ) を介して有機的につ  

ながっている。 また、 このF С — 9 8 0 1 V に入ってきたデ一夕は通信ボードを通してリニアッ

ク制御システム のL 0 0 Р— Шに接続する予定である。 O S には、 プログラムの開発効率を上げ



るため及び効率的な制御を行なうために  
Р С — T R О N 4)を使用すべくテスト中で

| lo  SMB Civity

あ る 。

2 真 空 系 イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム

1 ) 真 空系の 概要1)2)

電子銃部分の真空系は、 図 1 に示すよう 
に3001/sの タ ー ボ 分 子 ポ ン プ と2 台 の60 

1/sのイオンポンプ、補 強 用 の 7001/sの 
クライオポンプで排気している。 また、真 

空度が電子銃部より悪い加速管側には、 4 

台 の1 0 1/sイオンポンプを、 ゲートバルブ  

付近に設置する作動排気の方式にしている。
2 ) イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム

真 空 系 の イ ン 夕 ー ロ ッ ク シ ス テ ム は 、 オ 

ム ロ ン 製 の プ ロ グ ラ マ ブ ル シ ー ケ ン サ を 内  

蔵 し た コ ン ト ロ 一 ル ユ ニ ッ ト と パ ワ ー ユ ニ

ッ トの二 つ か ら な っ て お り 、 こ の 装置から 
ゲ ー ト バ ル ブ の 開 閉 、 真 空 ゲ ー ジ の O N /  

O F F 等 が 可 能 で あ る 。 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ  

ッ トは、真 空 ゲ ー ジ 、 真 空 ポ ン プ の 情報を 
判 断 し ゲ 一 ト バ ル ブ の コ ン ト ロ 一  ル を 行 な  

い 真空 の悪化 を防 ぐ 。 パ ワ ー ユ ニ ッ トは、 

コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ トでO N / O F F され

る真空ゲージ等の電源を供給している。 ま 

た 、停電時にはその状態を保持するように
な っ て い る 。

3 真空系及び高圧ステーション制御シス
テ ム 3 )

この制御システムは図3 の様な構成にな  
っており、 F С — 9 8 ОI V を中心にして  

いる。 このF С — 9 8 0 1 V はR S — 2 3 

2 Сポートを通したR S — 4 2 2 のリンク 

を持っており、 このリンクに真空用シ一ケ  

ンサが接続されている。
こ の シ ー ケ ン サ に 対 し て の ア ク セ ス は 容 易  

で あ り 、 シ ー ケ ン サ の ソ フ ト ウ ェ ア も こ の
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図 1 電子銃真空システム
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図 2 真 空 イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム
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図 3 真空及び高圧ステーション制御の構成



F С — 9 8 О1 V 上で開発できる。現在こ 
のリンクを通してシーケンサのステータス  

を主制御室に表示している。 また高圧ステ 
ーションの制御は光アナログ電送装置をつ  

かった電源モニタを行なっている。 F C -  

9 8 О1 マは、 バッテリーバックアップ付  
きのR A M — D I S КとA D C を内蔵して 
おり、 R O M ベ一 スのコントロ 一 ラに近い 
ものを実現させている。A D  Сの方は、 ヒ 

一夕、 バイアス、 パルス等の電源電圧を読  

み取るのに使用している。光アナログ電送  
装 置 の V / F 変換器は、 0 〜 1 0 V のアナ 

ログ電圧を周波数に変換した後、安価なプ  
ラスチックファイバーを利用したディジタ  
ル光リンクを使って電送し、 F / V 変換器  

では電圧信号に戻している。 また、 それら 
によって得られたデータは通信ポードを通  

してリニアック制御システムのL O O P  — ПІに送る予定であり、 現在テスト中である。
ヒー夕等の電源のコントロールに関しては、真空のイン夕ーロックと同様にプログラマブルシ  

一 ケンサを使った方式を現在検討している。

4 結果及び考察
現在 、真空インターロックは完成し良好に動作している。 ノイズに対する誤動作もなくシーケ  

ンサに対する信頼度はかなり高いものと思われる。高圧ステーション制御に関しては、電源モニ 
夕はほぼ完成し使用を開始した。 シーケンサステータスの読み込みも順調に働いている。 L 0 0  

P — Шとの通信はまだテスト中であるが、 テストプログラムでは通信できたことを確認している。
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